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ISO/TC 82/SC 8/JWG 3 ISO/PWI 3502
先進自動化及び自律機械の参照フレームワーク及びアーキテクチャ

2020年 2月東京国際作業グループ会議報告（2/3）

標準部会 ISO/TC 127 専門家　竹田　幸司（コマツ）

国際標準化機構 ISO の専門委員会 TC 82（鉱山）
傘下の国際ジョイント作業グループ ISO/TC 82/SC 
8/ JWG 3（ISO /PWI 3502 先進自動化及び自律機械
の参照フレームワーク及びアーキテクチャ）会議が
2020 年 2 月に東京で開催され，協会標準部会 ISO/
TC 127 土工機械委員会から専門家（Expert）として
出席した竹田幸司氏の報告を紹介する。
1　開催日：2020 年 2 月 13 日（木）
2　開催地：東京都港区　機械振興会館
3　出席者：�26 名＋Web 参加 5 名（Zoom，オースト

ラリアからの参加多数）�  
アメリカ 7 名，カナダ 3 名，オーストラ
リア 2 名 （プロジェクトリーダー含む），
ドイツ 2 名，日本 8 名，チリ 2 名（コン
ビナー含む），フィンランド 1 名，スウェー
デン 1 名

4　会議概要： 
2019 年 9 月にストックホルムで開催された ISO/

TC 82/SC 8 の総会で鉱山自動機械のためのフレーム
ワーク設立がコンビナー・プロジェクトリーダーに
よって提案され，PWI 3502 として検討作業開始が承
認された後，TC 127/SC 3 との JWG 会議が今回初め
て開催された。

Industry 4.0 の Reference Architecture と同じコン
セプトを使って Mining への適応を目指すものという
理解であるが，どうしても抽象的な話となってしまい，
各専門家からの意見も具体化していない印象。JWG
全体の雰囲気としては，各専門家はこの JWG が重要
なものであるということは理解しているがどのように
進めていったらよいかよくわからない，あるいは具体
的に考えられていないということなのではないかと感
じる。

なお，この会議に関しても COVID-19 の影響は出
始めており，オーストラリア（鉱山会社の）専門家は
Zoom での参加となった。COVID-19 の流行前から
ISO 中央事務局からは Zoom でのバーチャル会議開催

を推奨する通達が出ており，今後 Zoom での会議が増
えていくことが予想される。

次回は 2020 年 11 月の TC 82 総会（オーストラリア）
に合せて実施予定であったが，現在の COVID-19 の
状況から流動的。また，11 月の会議に向けて use 
case を議論するための Zoom 会議が 2020 年 8 月に予
定されているが同様である。
5　議事： 

1）Welcome Speech, Meeting Logistics

Zoom meeting のセットアップなど。
2）Project Leader等による説明
目的：TC 82/SC 8 では様々な標準化作業が実施さ

れているが，PWI 3502 の目的はそれらがどのように
関連しているかを明確にする。つまり PWI 3502 で定
義する Reference Architecture に既存の標準化作業が
どのように対応しているかが判るようにすることであ
る。

これにより Reference Architecture の中で考慮さ
れていないところ（言うなれば「穴」）を見つけるこ
とができ，新たな標準化作業が必要かどうかを判断す
る材料にすることができる。

関連する動きについて：Interop- チリの鉱山関連会
社によって設立された団体。チリにおける鉱山イノ
ベーションのロードマップ策定を実施し鉱山業界とし
ての Industry4.0 の設立を目指す（Mining 4.0 という
表現も出てきている）。

OPC UA Companion Specification for Mining- ス
コープとしては鉱山プロセスの中の機械と機械のコ
ミュニケーションをサポートし，制御，情報，診断を
高いレベルで統合する。

Mining IoT Reference Architecture- 鉱 山 の IoT
アーキテクチャからどのように Interoperability を実
現するかを考慮する。

3）Discussion

以降，各参加者が様々な意見を言う議論の場となっ
た。専門家が自分の意見を主張し，特に意見の一致を
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得るような努力がなかった印象。報告者が理解した限
りでの意見は

・�PWI 3502 の目的がはっきりしていない。誰のた
めの標準なのか。

・�過去に同じような標準化の動きがあり失敗してい
るが，スコープを広げすぎた事や技術革新につい
ていけなくなっていることが原因。それらの対処
策を考えなくてはいけない。

・�ISO 15143 はワークサイトのデータ交換のための
data dictionary を標準化している。PWI 3502 は
ISO 15143 のスコープと重複してはならない。

・�スコープを議論するにあたり，鉱山の Interoperability
にはどのような reference architecture が必要な
のかという観点から実施したらよいのではない
か。

・�業界の意見の一致が見られないのだとしたら，IS
から TS（Technical Specification）とすることで
素早く対応することができるのではないか。ただ，
TS とした場合，効果は薄いと考えられる。

他にも意見多数あり。
4）次のWGに関する準備
鉱山の Use case を収集する（～ 2020 年 5 月まで）
鉱山業界の Use case
・Interop
・GMS
・Australian Mining Houses
ISO 15143-4 の Use Case
など
他の業界の関連する Use case を収集する
・農業機械業界
・林業

・ヘルスケア
など
Ad Hoc Team の編成
プロジェクトリーダー，コンビナー及び 2 名の専門

家により構成する。
集められた Use Case のとりまとめを実施。
2020 年 8 月までに初期バージョンを作成し Zoom 

会議に備える。
2020 年 10 月半ばまでに修正バージョンを作成，11

月に予定の次回 WG に備える。
6　今後の予定： 

2020 年 8 月下旬　Use Case のレビューを目的とし
た2時間のZoom会議を開催。（後記：8月24日実施済）

2020 年 11 月　次回 WG はオーストラリアにて TC 
82 の総会とともに開催予定であったが，COVID-19
により流動的。その後のアップデートはなし。

� 以上

ISO/TC 82/SC 8/JWG 3 会議風景




